
IP ランドスケープにおける AI エージェント革命：日本企業のための戦略的・法的分析 
Gemini Deep Research  

 

エグゼクティブサマリー 

 

2025 年 7 月 17 日にリリースされた「ChatGPT Agent」に代表される自律型 AI エージ

ェントは、企業の知財ランドスケープ（IPL）業務にパラダイムシフトをもたらす。本

レポートは、この革新的技術がもたらす変革の可能性と、日本の法制度下で企業が直面

する重大なリスクを包括的に分析し、戦略的な導入に向けた実用的な指針を提示するも

のである。 

AI エージェントの導入により、IPL 業務は従来の静的でプロジェクトベースの分析か

ら、継続的かつ予測的な戦略インテリジェンス機能へと昇華する。その中核は、複数の

専門エージェントが協働する「マルチエージェント・システム」であり、世界中の特

許・非特許文献データベースからリアルタイムで情報を収集・分析し、経営層の意思決

定に直結するインサイトを動的に提供することが可能となる。これにより、競合の戦略

予測、技術的ホワイトスペースの自動発見、M&A ターゲットの IP ポートフォリオ評

価など、従来は数週間から数ヶ月を要した高度な分析が、数時間から数日で実行可能と

なり、知財部門はコストセンターから企業の競争優位性を創出するプロフィットセンタ

ーへと変貌を遂げる。 

しかし、この変革には看過できない法的・運用上のリスクが伴う。特に日本の法制度下

では、以下の 4 つのリスクが重大である。 

1. 営業秘密（不正競争防止法）: 未公開の研究開発計画などの機密情報を外部の AI
に入力する行為は、「秘密管理性」の要件を損ない、営業秘密としての法的保護を

失うリスクがある。 
2. 著作権（著作権法）: AI の学習段階では著作権法第 30 条の 4 の恩恵を受けるが、

生成物が既存の著作物と類似・依拠している場合、その利用は著作権侵害となる可

能性がある。 
3. 弁理士法: AI が特許の有効性や侵害に関する最終的な法律判断（鑑定）を行うこと

は、弁理士法第 75 条に抵触する非弁行為となる。 
4. 法的責任（民法・製造物責任法）: AI の誤った分析に基づく経営判断によって損害

が生じた場合、その責任の所在が複雑化し、AI 開発者、提供者、利用者間の訴訟

リスクが高まる。 



これらのリスクを管理し、AI エージェントの便益を最大化するための鍵は、「Human-
in- the - Loop（HITL）」、すなわち人間が AI の監視・検証・最終判断を行う協働モデ

ルの構築にある。本レポートでは、この HITL を中核に据えた以下の戦略的提言を行

う。 

● AI ガバナンス委員会の設置: 法務・知財、研究開発、IT、事業部門から構成される

横断的な委員会を設置し、利用ポリシーの策定、リスク評価、コンプライアンス遵

守を徹底する。 
● 人材育成とスキルセットの転換: 従来の検索スキルに代わり、AI への指示能力（プ

ロンプトエンジニアリング）や AI の出力を批判的に吟味する能力が不可欠となる

ため、計画的な人材育成に投資する。 
● 段階的導入と KPI による効果測定: 全社展開に先立ち、限定的なパイロットプロジ

ェクトから開始し、業務効率化、インサイトの質、リスク削減、投資対効果

（ROI）など多面的な KPI を設定して効果を厳格に評価する。 

結論として、AI エージェントは日本企業の知財戦略を根底から覆すポテンシャルを秘

めている。しかし、その導入は技術的な挑戦であると同時に、法務・ガバナンス・組織

文化の変革を伴う複雑な経営課題である。本レポートが提示するリスク分析と戦略的フ

レームワークに基づき、責任ある形で AI を導入・活用することこそが、AI 時代の知的

財産競争を勝ち抜くための唯一の道筋である。 

 

第 1 章 新たなパラダイム：AI エージェントが駆動する IP ランドス

ケープ 

 

IP ランドスケープ（IPL）は、企業の経営戦略や事業戦略の策定において、知財情報を

活用する不可欠な手法として定着している 1。しかし、20 25 年に登場する自律型 AI エ
ージェントは、この IPL の概念そのものを根底から覆し、静的な分析から動的なイン

テリジェンスへと進化させる。本章では、このパラダイムシフトの本質と、それを支え

る AI エージェントの技術的能力、そして変革された業務フローについて詳述する。 

 

1.1 静的分析から動的インテリジェンスへ：IPL の再定義 

 



特許庁や経済産業省が定義するように、従来の IP ランドスケープは「経営・事業情報

に知財情報を取り込んだ分析を実施し、その結果を経営者・事業責任者と共有するこ

と」を目的としてきた 1。これは多くの場合、特定の経営課題（例：新規市場参入の是

非、特定技術分野での自社の立ち位置確認）に対応するため、プロジェクトベースで実

施される。その成果物は、パテントマップや競合分析レポートといった形式で提供され

るが、これらは作成時点での「スナップショット」であり、時間の経過とともに陳腐化

する運命にある 4。IPL は経営判断を支援するための「地図」を提供するが、その地図

は発行された瞬間に古くなり始めるという本質的な課題を抱えていた。 

この課題に対し、AI エージェントは根本的な解決策を提示する。20 25 年の AI エージ

ェントがもたらすのは、単なる分析の高速化ではない。それは、IPL を「断続的なプロ

ジェクト」から「継続的なインテリジェンス・ストリーム」へと変質させることであ

る。AI エージェントは、24 時間 365 日、世界中の知財・市場データを監視し続け、

リアルタイムで経営ダッシュボードを更新する 6。これにより、経営層は静的な報告書

を待つのではなく、常に最新の状況を反映した動的な「インテリジェンス」にアクセス

できるようになる。この変革は、知財部門の役割を、過去の情報を整理する「守りの分

析」部門から、未来の事業機会を創出する「攻めの戦略」部門へと転換させるポテンシ

ャルを秘めている 5。もはや「ランドスケープ（風景）」という静的な言葉ではこの活

動を表現できず、「IP インテリジェンス」という動的な概念で捉えるべき時代が到来

するのである。 

 

1.2 2025 年 AI エージェントの能力：自律性、推論、マルチエージェント・ワークフ

ロー 

 

20 25 年の AI は、単に人間の指示に応答する「Copilot」の段階を越え、自律的にタス

クを遂行する「エージェント」へと進化している 9。これらのエージェントは、高度な

目標（例：「今後 5 年で成長が見込まれる代替エネルギー技術分野における、M&A 候

補となりうるスタートアップをリストアップせよ」）を与えられると、自らタスクを細

分化し、計画を立て、必要な情報を収集・分析し、最終的な報告書を生成する能力を持

つ 12。この自律性を支えるのが、マルチエージェント・システムというアーキテクチャ

である 15。 

これは、単一の万能 AI ではなく、それぞれが専門的な役割を持つ複数の AI エージェ

ントが協調して動作する仕組みである 17。IPL 業務に適用した場合、以下のようなエー



ジェント群の連携が想定される。 

● データ収集エージェント: J PO、USPTO、EPO、WIPO などの特許庁データベース

や、Google  Scholar、CiNii、arXiv といった学術論文データベース、さらには金融

ニュースや市場調査レポートの API に常時接続し、関連情報を自動的に収集・更

新する 18。 
● 分析エージェント: 収集された膨大な非構造化データ（特許公報、論文、ニュース

記事）をセマンティック（意味的）に解析し、技術トレンドの出現、競合他社の戦

略変更の兆候、技術的ホワイトスペースなどを特定する 22。 
● 可視化エージェント: 分析結果を基に、パテントマップ、技術相関図、競合ポジシ

ョニングマップなどを、インタラクティブなダッシュボード上で動的に生成・更新

する 24。 
● レポーティングエージェント: 分析・可視化された情報を、CEO、CTO、R&D 部長

など、報告対象者の関心事や知識レベルに合わせて、最適な形式（要約、詳細レポ

ート、アラート）に加工して提供する 26。 
● コンプライアンス・エージェント: 著作権侵害や弁理士法抵触のリスクを一次的に

スクリーニングし、人間の専門家によるレビューが必要な箇所をフラグ付けする。 

これらのエージェントは、単にデータを処理するだけでなく、CoT（Chain- of-
Thought）や ReAct といった高度な推論能力を用いて、データに基づいた仮説を立

て、検証し、戦略的なアクションを提案することまで可能となる 11。この「自律性」

「協調性」「推論能力」の三位一体こそが、20 25 年 AI エージェントの核心的な能力

である。 

 

1.3 変革された IPL ワークフローのモデル化：比較分析 

 

AI エージェントがもたらす変革を具体的に理解するため、従来の IPL ワークフローと

AI エージェントが駆動する未来のワークフローを比較する。この比較は、技術的な抽

象論を、経営層が理解可能な具体的な業務プロセスの変革へと翻訳する上で極めて重要

である。 

表 1：IP ランドスケープ・ワークフローの比較：従来型 vs. AI エージェント駆動型 

 



プロセス段階 従来型ワークフロー（人間中

心） 4 
AI エージェント駆動型ワーク

フロー 

1. 課題設定 経営層からの個別依頼に基づ

き、担当者が手動で仮説を設

定。 

経営層が戦略的ゴール（例：

「競合 A 社の EV 戦略を予測

せよ」）を自然言語で AI エー

ジェントに指示。 

2. データ収集 J - Pla tPat 等で手動検索。市

場・非特許情報は別途手動で

収集。時間と労力を要し、網

羅性に限界。 

データ収集エージェントが、

世界中の特許・非特許・市場

API に常時接続し、関連デー

タを網羅的かつ自動的に並行

収集。 

3. 分析 Exce l や専用ツールを用いた手

作業でのデータクレンジン

グ、分類、パテントマップ作

成。労働集約的で、分析者の

スキルに依存。 

分析エージェントが、セマン

ティック解析、トレンド抽

出、相関分析、ホワイトスペ

ース特定をリアルタイムで実

行。 

4. 可視化 PowerPoint 等で静的なグラフ

やマップを手動作成。一度作

成すると更新が困難。 

可視化エージェントが、イン

タラクティブなダッシュボー

ドを動的に生成。ドリルダウ

ンや視点変更が自在。 

5. 報告・共有 完成した静的なレポート

（PDF/PPT）を経営会議等で

報告。双方向の議論には限界 
28。 

レポーティングエージェント

が、リアルタイムアラート

や、要求に応じたカスタムレ

ポートを即時生成。ダッシュ

ボード上で対話的な分析が可

能。 

サイクルタイム 数週間～数ヶ月 数時間～数日（継続的更新） 

この比較から明らかになるのは、単なる効率化を超えた、IPL 業務の質的な変化であ

る。従来型が「過去を振り返るための報告書作成」であるのに対し、AI エージェント

駆動型は「未来を予測し、今打つべき手を提案するための継続的インテリジェンス提

供」へと進化する。この変革は、知財部門が企業の戦略的意思決定において、より中心



的かつ能動的な役割を果たすことを可能にする。それは、もはや単なる「風景（ランド

スケープ）」を眺めるのではなく、変化し続ける「戦場（バトルスペース）」の動向を

リアルタイムで把握し、勝利への道筋を示す「インテリジェンス」を提供する活動なの

である。この変化を経営層が理解した時、知財部門への期待と投資のあり方は根本的に

変わらざるを得ないだろう。 

 

第 2 章 IPL バリューチェーン全体にわたる中核的応用 

 

AI エージェントの抽象的な能力を、具体的な業務アプリケーションに落とし込むこと

で、その変革ポテンシャルはより明確になる。本章では、IP ランドスケープのバリュ

ーチェーン、すなわち「情報収集」「分析・洞察」「報告・可視化」の各段階におい

て、AI エージェントがどのように活用され、どのような価値を創出するのかを詳述す

る。 

 

2.1 自動化されたインテリジェンス収集：グローバル・マルチソース・アプローチ 

 

IP ランドスケープの質は、その入力となる情報の質と網羅性に大きく依存する。従

来、この情報収集プロセスは、担当者が複数のデータベースを手作業で検索するとい

う、多大な労力と時間を要するボトルネックであった。AI エージェントは、このプロ

セスを完全に自動化し、インテリジェンスの基盤を劇的に強化する。 

その中核となるのは、多様なデータソースへのシームレスな API 連携能力である。 

● 特許情報: AI エージェントは、日本の特許情報プラットフォーム（J - Pla tPat）が提

供する API 18、米国特許商標庁（USPTO）の API 19、欧州特許庁（EPO）の Open 
Patent Se rvices (OPS) 32、そして世界知的所有権機関（WIPO）の PATENTSCOPE
関連 API 20  と直接連携する。これにより、世界中の特許書誌情報、法的ステータ

ス、引用・被引用関係、パテントファミリー情報を、人間を介さずにリアルタイム

で取得できる。出願番号や公開番号を指定した個別検索だけでなく、特定の技術分

類やキーワードに基づく網羅的な検索も自動実行が可能となる。 
● 非特許文献（NPL）: 技術革新の兆候は、特許出願よりも先に学術論文に現れるこ

とが多い。AI エージェントは、Google  Scholar 36、CiNii 21、arXiv 23 などの学術デ



ータベース API と連携し、注目すべき研究論文、キーパーソン、研究機関の動向

を追跡する。これにより、技術の源流段階からトレンドを把握することが可能にな

る。 
● ビジネス・市場情報: IP ランドスケープの定義が示す通り、知財情報と経営・事業

情報の統合が不可欠である 1。AI エージェントは、金融ニュース API、M&A 情報

データベース、市場調査レポート、さらには企業のプレスリリースや求人情報まで

を収集・分析対象に含める。これにより、特許情報だけでは見えない競合の事業戦

略や市場のニーズを捉え、より立体的で実践的なインテリジェンスを生成する。 

この自動化されたマルチソースの情報収集は、従来の情報収集における「抜け・漏れ」

のリスクを最小化し、分析の土台となるデータの鮮度と信頼性を飛躍的に向上させる。 

 

2.2 深層分析とインサイト生成：キーワードを超えて 

 

AI エージェントの真価は、単なる情報収集の自動化に留まらない。収集した膨大なデ

ータを、人間では不可能な規模と速度で深層分析し、経営判断に資するインサイトを生

成する能力にある。 

● セマンティック・トレンド分析: 従来のキーワード頻度分析では、異なる用語で表

現された同一の技術概念を見逃すことがあった。大規模言語モデル（LLM）を搭載

した AI エージェントは、特許請求の範囲や発明の詳細な説明を意味的に理解する 
41。これにより、表面的な言葉の違いを超えて、実質的な技術トレンドの出現や成

長速度、技術間の関連性を正確に把握する。 
● ホワイトスペースの自動発見: AI エージェントは、技術（特許データ）、研究

（NPL データ）、市場（ビジネスデータ）の 3 つの軸で多次元空間マップを構築

し、特許出願が少なく、かつ市場ニーズや研究活動が活発な領域、すなわち「技術

的ホワイトスペース」を自動的に特定する 42。このインサイトは、研究開発

（R&D）部門に対して、競争が少なく成功確率の高い新たな研究テーマを直接提案

することに繋がり、R&D 投資の効率を最大化する。 
● 競合戦略の予測: 特定の競合他社をターゲットに、その特許出願動向（出願件数の

推移、技術分野のシフト）、キーパーソン（主要発明者の論文共著者ネットワーク

や移籍情報 44）、さらには事業関連ニュースを時系列で統合分析する。例えば、

「競合 A 社が、特定の技術分類（IPC）での出願を急増させ、同時にその分野の著

名な大学教授を技術顧問に迎えた」といった複合的な事象を検知し、「A 社は半年

以内にこの分野で新製品を発表する可能性が高い」といった予測的なアラートを生



成できる。 
● 侵害リスクのトリアージ: 自社の新製品開発計画を入力として、関連する他社特許

群との間で、請求項の構成要件を自動的に比較・照合する。これは法的な「鑑定」

ではないが（第 3.3 節参照）、侵害の可能性が高い危険な特許を AI が自動で抽出

し、リスクレベルに応じてスコアリングする「トリアージシステム」として機能す

る 23。これにより、知財部門の専門家は、リスクの高い案件から優先的に詳細な

FTO（Freedom to Opera te）調査に着手でき、リソースを効率的に配分できる。 

 

2.3 動的可視化とオーダーメイド報告：オンデマンド・インテリジェンス 

 

分析によって得られたインサイトは、適切な形で意思決定者に伝わらなければ価値を生

まない。AI エージェントは、報告と可視化のプロセスを動的かつパーソナライズされ

たものへと変革する。 

● インタラクティブ・ダッシュボード: 静的な PowerPoint 資料に代わり、AI エージ

ェントはリアルタイムの経営ダッシュボードを構築・維持する 46。経営層は、この

ダッシュボードを通じて、市場全体の俯瞰図から特定の競合他社の特許ポートフォ

リオ、さらには個別の特許公報に至るまで、自由にドリルダウンしながら情報を探

索できる 24。 
● 自然言語による対話型分析: ダッシュボードは一方的な情報提供ツールではない。

経営者はチャットインターフェースを通じて、自然言語で AI エージェントに質問

を投げかけることができる 24。「過去 1 年間で、中国企業による半導体製造装置関

連の出願が最も多い技術分野は何か？上位 5 分野を棒グラフで示せ」といった問

いに対し、エージェントは即座にデータを集計し、要求されたグラフを生成する 
49。 

● 対象者別・自動レポーティング: AI エージェントは、同一のコアデータから、報告

対象となるステークホルダーの役割や関心に応じて、内容と形式を最適化したレポ

ートを自動生成する能力を持つ 26。この能力は、IP ランドスケープの目的である

「経営者・事業責任者との共有」 1 を、かつてないレベルで実現する。この応用例

を以下の表に示す。 

表 2：主要ステークホルダー向け AI 生成レポート・マトリクス 

ステークホルダー レポート種別 主要コンテンツ 戦略的提供価値 



CEO / 取締役会 月次 IP 脅威・機会サ

マリー 
競合の戦略的動向、

M&A 機会、重大な侵

害リスクのハイライ

ト。視覚的で簡潔な

エグゼクティブサマ

リー形式。 

全社的な戦略的方向

性の監督、重要な経

営判断の支援。 

CTO 四半期技術トレン

ド・ホワイトスペー

スレポート 

新興技術分野の成長

率分析、自社技術ポ

ートフォリオとのギ

ャップ、有望な研究

開発領域の特定。詳

細な技術データを含

む。 

中長期的な技術戦略

の策定、研究開発予

算の最適配分。 

R&D 部門長 リアルタイム競合特

許アラート 
自部門の担当プロジ

ェクトに直接関連す

る競合他社の新規特

許出願・登録情報を

即時通知。 

重複研究の回避、設

計変更（デザインア

ラウンド）の迅速な

検討、新たな技術的

アイデアの触発。 

知財・法務部門長 週次潜在的侵害リス

クダイジェスト 
自社製品・開発中製

品に関連する他社特

許のうち、AI が侵害

リスクが高いと判定

したもののリストと

分析概要。 

FTO 調査の優先順位

付け、ライセンス交

渉や特許無効化戦略

の早期検討。 

M&A チーム オンデマンド・ター

ゲット企業 IP 評価レ

ポート 

M&A 候補企業の特許

ポートフォリオの

質・量、技術的強

み、潜在的リスク

（係争履歴等）を即

時分析。 

デューデリジェンス

の迅速化と精度向

上、企業価値評価の

支援。 

このマトリクスが示すように、AI エージェントは単一の統合されたインテリジェンス

基盤から、組織内の多様な意思決定者のニーズに応じた価値を提供する。これにより、

知財情報は知財部門内にとどまることなく、全社の戦略的な意思決定プロセスに深く組



み込まれる。従来、部門ごとにサイロ化されていた特許分析、研究動向調査、市場イン

テリジェンスが AI エージェントによって融合されることで、これまで見過ごされてき

た相関関係（例：あるスタートアップの学術論文発表、それに続く核心的な特許出願、

そして資金調達のニュース）が、一つの重要な「シグナル」として捉えられるようにな

る。これは、競争環境の分析が、過去のレビューから未来の予測へと転換することを意

味し、企業にとっての持続的な競争優位の源泉となるのである。 

 

第 3 章 日本の法的ラビリンスを航行する：包括的リスク分析 

 

AI エージェントの導入がもたらす革新的な可能性は、日本の複雑な法制度という現実

の壁に直面する。特に、知的財産という機微な情報を扱う IPL 業務においては、その

リスクは極めて大きい。本章では、不正競争防止法、著作権法、弁理士法、そして民

法・製造物責任法という 4 つの主要な法的観点から、AI エージェント活用に伴うリス

クを詳細に分析し、具体的な緩和策を提示する。これらの法的要請を統合的に理解する

ことが、コンプライアンスを遵守し、かつ効果的な AI 導入を実現するための絶対条件

となる。 

 

3.1 企業秘密の神聖性（不正競争防止法） 

 

核心的リスク: 企業にとって最も警戒すべきリスクの一つは、AI エージェントの利用

が、自社の「営業秘密」の法的保護を無効化してしまう可能性である。不正競争防止法

において、情報が「営業秘密」として保護されるためには、「有用性」「非公知性」そ

して「秘密管理性」の三要件を満たす必要がある 51。特に重要なのが「秘密管理性」で

あり、これは企業が当該情報を秘密として管理するための合理的な措置を講じているこ

とを意味する 53。 

未発表の研究開発計画、製品仕様書、独自の製造ノウハウといった機密情報を、その利

用規約で入力データの AI 学習への利用を許容している外部の AI サービス（特に一般

消費者向けのパブリックな LLM）に入力する行為は、この「秘密管理性」を放棄した

と見なされかねない 51。一度「秘密管理性」が否定されれば、その情報はもはや営業秘

密としての法的保護（差止請求や損害賠償請求の権利）を失い、競合他社による不正な



取得や使用に対抗する術を失うことになる 56。 

緩和フレームワーク: この致命的なリスクを回避するための最も重要な戦略的決定は、

AI の導入・運用モデルの選択である。各モデルは、セキュリティレベルとコスト、性

能においてトレードオフの関係にあり、企業のセキュリティポリシーとリスク許容度に

応じて慎重に選択されなければならない。 

表 3：セキュリティおよび機密性リスク緩和フレームワーク 

 

導入モデル データプライ

バシー／機密

性 

データ管理権

限 
コスト 性能・能力 IPL 業務への

適合性 

パブリック

LLM  (例: 一
般向け

ChatGPT) 

低い 入力デ

ータが学習に

利用されるリ

スクが極めて

高い。 

皆無 データ

が外部サーバ

ーでどのよう

に扱われるか

制御不能。 

低い (個人利

用は無料また

は安価) 

非常に高い 
常に最新・最

強のモデルが

利用可能。 

不適合 機密

情報を扱う

IPL 分析には

絶対に使用す

べきではな

い。 

セキュア・

エンタープ

ライズ・ク

ラウド AI 
(例: Azure  
OpenAI 
Se rvice ) 

高い 
契約上、入力

データが AI
の再学習に利

用されないこ

とが保証され

る 57。閉域

網接続も可能 
57。 

契約による 
利用規約とデ

ータ処理契約

によって管理

権限が規定さ

れる。 

中程度 (従量

課金制) 
高い 最先端

に近いモデル

が利用可能だ

が、パブリッ

ク版より若干

遅れる場合が

ある。 

適合 契約内

容の法務レビ

ューが必須。

多くの企業に

とって現実的

な選択肢。 

オンプレミ

ス／ローカ

ル LLM 

最高 
データが企業

の内部ネット

ワークから一

切出ないた

め、情報漏洩

リスクが最小

化される 
59。 

絶対的 企業

がデータとイ

ンフラを完全

に物理的に管

理する。 

高い (高性能

GPU サーバ

ー等、多額の

初期ハードウ

ェア投資が必

要) 

変動 利用可

能なオープン

ソースモデル

とハードウェ

ア性能に依

存。 

最も安全な

選択肢 最高

レベルの機密

性が要求され

る場合に最

適。 



このフレームワークは、知財を扱う経営幹部にとっての最優先懸念事項であるデータセ

キュリティに直接応えるものである。それは、安価なパブリックツールは IPL 業務の

選択肢になり得ないことを明確に示し、真の選択肢がセキュアなクラウドサービスとオ

ンプレミスソリューションの間にあることを浮き彫りにする。この戦略的判断は、企業

のリスク文化と投資余力に基づいて下されるべきである。 

 

3.2 著作権の難問（著作権法） 

 

AI の学習（入力段階）: 日本の著作権法第 30 条の 4 は、AI 開発において世界的に見

ても極めて有利な環境を提供している。同条は、著作物に表現された思想・感情の「享

受を目的としない」利用、例えば情報解析や機械学習のための複製を、著作権者の許諾

なく原則として適法と定めている 62。AI エージェントが、公開されている特許公報や

学術論文を自らの知識ベース構築や分析能力向上のために学習データとして利用する行

為は、この「非享受目的」に該当し、適法と解釈される可能性が非常に高い 65。 

AI の生成（出力段階）とリスク: しかし、この法的保護は AI の「出力段階」には及ば

ない。AI エージェントが生成したレポート、要約、分析結果などが、学習元となった

特定の著作物と「類似」しており、かつそれに「依拠」していると認められた場合、そ

の生成物を公表・配布する行為は著作権侵害となる 67。裁判例では、著作権侵害の成立

要件として「類似性」と「依拠性」の両方が必要とされる 69。AI の生成プロセスは、

膨大な学習データに依拠しているため、依拠性が認められやすい構造を持つ。したがっ

て、生成物と特定の著作物との間に表現上の本質的な特徴の同一性が認められる（類似

性）かどうかが、侵害判断の鍵となる。 

リスク領域と緩和策: 

● リスク 1：海賊版データの学習: 著作権法第 30 条の 4 の保護は、学習データが適

法に入手されたものであることが前提となる。インターネット上から無差別に収集

したデータに、著作権を侵害してアップロードされた「海賊版」が含まれているこ

とを知りながら学習に利用した場合、享受目的が併存すると評価されるなどして、

同条の適用が否定される可能性がある 65。 
○ 緩和策: AI に提供する全てのデータソースの適法性を検証するプロセス（ソー

ス・ベッティング）を導入する。特に、外部のデータセットを利用する場合

は、その入手元とライセンスを厳格に確認する。 
● リスク 2：生成物の類似性: AI が特定の作家や研究者のスタイルを強く学習した結



果、その人物の著作物と酷似した文章を生成してしまうリスクがある。 
○ 緩和策: 

1. Human - in- the - Loop (HITL) によるレビュー: 外部公開や広範な社内共有

を目的とする全ての AI 生成物について、人間の専門家が既存の著作物との

類似性をチェックするプロセスを義務付ける 67。 
2. プロンプトによる制御: 生成 AI に対して、「特定の著作物のスタイルを模

倣しない」「複数の情報源を統合し、独自の表現で要約する」といった指

示を与えることで、類似性リスクを低減する。 
3. 契約による保護: 外部の AI サービスを利用する場合、利用規約に著作権侵

害に関する免責・補償条項が含まれているかを確認する。 

 

3.3 無権代理の地雷原（弁理士法） 

 

核心的リスク: 弁理士法第 75 条は、弁理士または特許業務法人でない者が、報酬を得

て、特許の有効性や権利侵害に関する「鑑定」その他の法律事務を行うことを禁じてい

る 45。もし AI エージェントが、「貴社の製品 X は、A 社の特許 Y を侵害しています」

や「B 社の特許 Z は、先行技術文献 C によって無効です」といった断定的な法的判断

をユーザーに提供した場合、これは弁理士法に違反する「非弁行為」と見なされる重大

なリスクがある 45。 

「グレーゾーン」と安全地帯: この問題に対し、政府のグレーゾーン解消制度は一定の

指針を示している。それによれば、AI ツールが製品と特許の「関連度」「相違点」

「評価理由」などを客観的なデータとして提示するに留まる場合は、必ずしも「鑑定」

には該当しないとされる 73。決定的な違いは、分析データを提供することと、最終的な

法的結論を下すことの間にある。そして、最も重要な安全地帯（セーフハーバー）は、

AI の利用が「弁理士の監督下」で行われることである 74。 

緩和策：必須となる HITL ワークフロー: 

1. AI の役割定義：「分析官」であり「裁判官」ではない: AI エージェントの機能

を、あくまで法務・知財専門家の判断を補助する分析ツールとして厳格に位置づけ

る。そのアウトプットは、「類似度スコア」「構成要件の一致率」「リスクフラ

グ」といった客観的・中立的な表現に限定し、断定的な法的見解を決して含まない

ように設計・運用する。 
2. 弁理士によるレビューの義務化: 特許の有効性や侵害に関する分析結果を、最終的



な事業上の意思決定に用いる場合、社内または社外の弁理士による確認・承認をワ

ークフローに必須のゲートとして組み込む。AI の出力は、弁理士が専門的判断を

下すための数ある参考資料の一つに過ぎない、という位置づけを徹底する。 
3. 監査証跡（オーディット・トレイル）の確保: 担当者による AI への指示（プロン

プト）、AI による分析結果の生データ、そして弁理士による最終的な見解書に至

るまで、全てのプロセスをログとして記録・保存する 75。これにより、万が一問題

が発生した場合でも、最終的な法的判断が資格を有する人間によってなされたこと

を客観的に証明できる体制を構築する。 

 

3.4 AI 駆動型意思決定の説明責任と法的責任（民法・製造物責任法） 

 

核心的リスク: AI エージェントが、重要な先行技術特許を見逃すといった致命的な分析

ミスを犯し、それに基づいて行われた数十億円規模の研究開発投資が無に帰したり、鳴

り物入りで発売した新製品が巨額の損害賠償を請求される特許侵害訴訟を引き起こした

りした場合、その責任は誰が負うのか 77。この問題は、AI 導入における最終的な、そ

して最も深刻なリスクである。 

日本の法制度における分析: 

● 製造物責任法（PL 法）: AI ソフトウェア単体は、有体物である「製造物」には該

当しないため、原則として PL 法の適用対象外である 80。ただし、AI がハードウェ

アに組み込まれ一体として提供される場合（例：AI 搭載の分析装置）、そのハー

ドウェア全体が「製造物」と見なされ、PL 法上の責任を問われる可能性がある。

純粋な SaaS 形式での AI 提供には、依然として法的な隙間が存在する。 
● 民法: 責任追及は、主に民法の一般不法行為（70 9 条）または契約不履行（415

条）に基づいて行われることになる 80。しかし、これらの条文に基づいて責任を問

うには、加害者の故意・過失を立証する必要がある。AI の判断プロセスが「ブラ

ックボックス」である場合、過失の所在（AI 開発者の設計ミスか、提供者の運用

ミスか、利用者の使用方法の誤りか）を特定することは極めて困難であり、立証の

ハードルは非常に高い 77。 

緩和戦略: 

1. 契約によるリスク分担の明確化: AI ベンダーとの契約書を精査し、責任の所在、保

証の範囲、損害賠償の上限などを明確にする。多くの場合、ベンダーは強力な免責

条項を設けているため 82、安易な契約は避けるべきである。 



2. Human - in- the - Loop （HITL）の法的防御価値: AI が提供した情報を基に、最終的

な経営判断を人間が行うというプロセスを確立することは、最強の法的防御となり

うる。これにより、責任の所在が「AI の誤った決定」から「人間の誤った判断」

へと移行し、既存の法的枠組みで扱いやすくなる 85。 
3. 説明可能な AI（XAI）の要求: AI がなぜその結論に至ったのかを説明できる能力

（Expla inable  AI）は、ブラックボックス問題を緩和する鍵となる 87。AI が判断根

拠として参照した特許文献の具体的な箇所などを提示できれば、エラーの原因究明

が容易になり、企業としてのデューデリジェンス（善管注意義務）を果たしていた

ことの証左にもなる 89。 
4. 内部免責事項の徹底: AI の支援を受けて作成された社内レポートや分析資料には、

「本資料は AI による分析を含んでおり、その正確性は 10 0 %保証されるものでは

ありません。重要な意思決定は、必ず専門家による検証を経て行ってください」と

いった免責事項を明記することを徹底する 90。 

これらの法的リスクを俯瞰すると、一つの重要な結論が浮かび上がる。それは、日本の

法体系が、全体として、強力なガバナンスを伴う Human - in- the - Loop （HITL）モデ

ルの導入を事実上強制しているという点である。不正競争防止法は安全なデータ管理

（人間による監視）を、著作権法は生成物のレビュー（人間による検証）を、弁理士法

は法的判断における監督（弁理士による最終判断）を、そして民法・PL 法はブラック

ボックスへの無批判な依存の危険性（人間による意思決定）を示唆している。これらの

法的な要請は、それぞれ異なる角度から、しかし一貫して「人間が AI を管理・監督す

る」体制の構築を求めている。したがって、日本市場において「完全自律型の AI 知財

専門家」を導入しようとする試みは、複数の法律に同時に抵触する極めて危険な行為で

あり、成功の鍵は人間と AI の賢明な協働体制をいかに設計するかにかかっているので

ある。 

 

第 4 章 導入のための青写真：ガバナンス、人材、そして成果 

 

AI エージェントの導入を成功させるには、技術的な可能性と法的リスクを理解するだ

けでは不十分である。それらを具体的な組織の仕組み、人材育成、そして業績評価の枠

組みに落とし込む、実践的な実行計画が不可欠となる。本章では、企業の知財部門が

AI エージェントを導入するための青写真として、「Human- in- the - Loop（HITL）ワー

クフローの設計」「AI ガバナンス体制の構築」「未来の知財専門家人材の育成」「投

資対効果（ROI）と KPI の測定フレームワーク」という 4 つの柱を提示する。 



 

4.1 Human - in- the - Loop （HITL）の必須要件：コンプライアンスと有効性を両立する

ワークフローの設計 

 

法的リスクを回避し、AI の分析品質を保証するための核心的な仕組みが Human- in-
the - Loop（HITL）である。これは単なる最終チェックではなく、AI と人間がそれぞれ

の強みを最大限に発揮する協働プロセスとして設計されなければならない 85。 

● 役割分担の定義: 
○ AI の役割: 大規模なデータ処理、パターン認識、レポートの一次ドラフト作

成、異常値の検出、リスクのフラグ付けといった、速度と規模が求められるタ

スクを担当する 13。 
○ 人間の役割: 戦略的な問いの設定（プロンプトエンジニアリング）、AI が提示

した重要データの検証（ファクトチェック）、複雑でニュアンスに富む分析結

果の解釈、倫理的な配慮、そして最終的なビジネス判断といった、高度な認知

能力と責任が求められるタスクを担当する 86。 
● ワークフローの設計: この役割分担に基づき、具体的な業務プロセスを設計する。

特に、重要な意思決定の前には、人間の承認を必須とする「承認ゲート」を設ける

ことが不可欠である 76。例えば、以下のようなワークフローが考えられる。 
1. 課題定義: 人間の担当者が経営課題を分析し、AI エージェントに対する戦略的

な問い（プロンプト）を作成する。 
2. AI による分析実行: AI エージェントがデータ収集、分析、レポート草案の生成

を自動で行う。 
3. 一次レビューと検証: 担当者が AI の生成したレポート草案をレビューし、主要

なデータや結論の妥当性を検証する。AI の「ハルシネーション（幻覚）」やバ

イアスがないかを確認する。 
4. 承認ゲート: 

■ 侵害リスクに関する分析: 弁理士によるレビューと承認を必須とする 74。 
■ 経営層への報告: 上長または部門長によるレビューと承認を必須とする。 

5. フィードバックと再学習: 人間による修正や評価を AI にフィードバックし、継

続的にモデルの精度を向上させるループを構築する 97。 

この HITL ワークフローは、AI の効率性と人間の判断力・責任能力を組み合わせること

で、コンプライアンスを確保しつつ、アウトプットの質を最大化するための生命線とな

る。 



 

4.2 堅牢な AI ガバナンスの確立 

 

AI の導入は、個別のツール利用にとどまらず、全社的なガバナンス体制の構築を必要

とする。特に、日立、富士通、ソニーグループといった日本の先進企業は、すでに独自

の AI 倫理指針やガバナンス体制を整備しており、これらは重要なベンチマークとなる 
98。 

● AI 倫理・ガバナンス委員会の設置: 法務・知財、研究開発、IT、事業部門、さらに

は人事や広報といった関連部署の代表者からなる横断的な委員会を設置することが

不可欠である 98。この委員会の役割は以下の通りである。 
○ 全社的な AI 利用ポリシーの策定・改訂 
○ 高リスクな AI 利用案件の審査・承認 
○ AI 利用状況のモニタリングと定期的なリスク評価 
○ 関連法規制や社会的要請への対応方針の決定 
○ AI 倫理に関する従業員教育の監督 

● 実効性のある社内 AI 利用ポリシーの策定: 委員会は、従業員が遵守すべき明確な

ルールを策定し、周知徹底しなければならない 10 3。ポリシーには少なくとも以下

の項目を含めるべきである。 
○ 利用が許可された AI ツール: 会社が安全性を確認し、契約を締結した AI ツー

ル（自社開発エージェント、Azure  OpenAI Service など）をリスト化し、それ

以外のツール（シャドーAI）の業務利用を明確に禁止する 55。 
○ 入力データのルール: 営業秘密、未公開の知的財産、個人情報など、機密性の

高い情報の入力を禁止する対象とプラットフォームを具体的に定義する 10 7。 
○ 生成物の利用ルール: AI が生成した情報の検証義務、人間によるレビューの必

須要件、外部公開時の免責事項の記載ルールなどを定める。 
○ インシデント対応計画: 情報漏洩や重大な AI エラーが発生した場合の報告ルー

ト、初動対応、調査手順などを定めたインシデント・レスポンス・プランを整

備する 10 6。 

 

4.3 未来の知財専門家の育成 

 

AI エージェントの普及は、知財専門家の役割と求められるスキルセットを根本的に変



える 110。単純な情報検索やデータ整理といったタスクは AI に代替される一方で、AI を
使いこなし、AI にはできない価値を創造する能力が重要になる。 

● 求められる新たなスキルセット: 
○ 戦略的プロンプトエンジニアリング: 経営課題を AI が理解し、価値あるアウト

プットを生成できるような、的確で創造的な指示（プロンプト）を設計する能

力 27。これは、単なる質問ではなく、背景情報、制約条件、出力形式などを緻

密に設計する技術である。 
○ AI アウトプットの批判的吟味能力: AI の生成した分析結果を鵜呑みにせず、そ

の論理の飛躍、潜在的なバイアス、事実誤認（ハルシネーション）を見抜く批

判的思考力 39。AI の回答の「確からしさ」を評価し、追加検証が必要な箇所を

特定する能力が求められる。 
○ AI システム管理・運用能力: 導入した AI エージェントの特性や限界を理解

し、HITL ワークフローを円滑に運用・管理する能力。AI へのフィードバック

を通じて、システムを「育てる」という視点も重要となる 115。 
● 育成計画: これらの新しいスキルを習得させるため、企業は計画的な投資を行う必

要がある。 
○ 研修プログラム: e ラーニングやワークショップ形式で、プロンプトエンジニ

アリングの基礎、AI 倫理、自社の利用ポリシーに関する研修を全社的に実施す

る 98。 
○ 実践を通じた学習（OJT）: パイロットプロジェクトなどを通じて、実際に AI

を使いながらスキルを磨く機会を提供する。成功事例や失敗事例を共有し、組

織全体の知見を高める。 

 

4.4 投資の正当化：ROI と KPI の測定フレームワーク 

 

AI エージェント導入には相応の投資が必要であり、経営層を説得するためには、その

投資対効果を客観的に示す必要がある。しかし、DX 投資全般に言えることだが、その

効果は短期的なコスト削減に留まらず、長期的・戦略的な価値を含むため、単純な ROI
（投資利益率）計算だけでは不十分である 117。 

● 評価の多角化: 
○ 投資対効果（ROI）: （利益増加額＋コスト削減額）÷ 投資額 という基本的な

指標は、財務的な健全性を示す上で依然として重要である 119。 
○ 総所有コスト（TCO）: 初期導入費用だけでなく、ライセンス料、インフラ維



持費、データ整備コスト、そして HITL に関わる人件費や研修費用といった、

見落とされがちな継続的コストも全て含めて評価する 119。 
○ 重要業績評価指標（KPI）: 定量化しにくい戦略的価値を捉えるため、複数の

KPI を設定し、総合的に評価する 121。 

表 4：AI 駆動型 IPL のための KPI フレームワーク（サンプル） 

 

測定カテゴリ KPI（重要業績評価指

標） 
測定指標 戦略的目標 

効率性の向上 Time - to - Insight （洞

察獲得までの時間） 
経営課題の提示から

一次分析レポート提

出までの所要時間

（日/時間） 

意思決定サイクルの

抜本的短縮 75 

 
専門家工数の削減 データ収集・整理・

一次分析に費やされ

ていた人時（man-
hour）の削減量 

専門家をより高付加

価値な戦略的業務へ

再配置 115 

インサイトの質の向

上 
ホワイトスペース発

見率 
AI が特定したホワイ

トスペースを基に開

始された新規 R&D プ

ロジェクト数 

イノベーションの促

進と新規収益源の創

出 43 

 
競合戦略の予測精度 AI が予測した競合の

動向が 12～18 ヶ月以

内に実現した割合

（%） 

競争インテリジェン

ス能力の強化 

リスクの軽減 重要先行技術の早期

発見率 
重大な R&D 投資前

に、AI が（人間によ

る検証を経て）重要

特許を発見した割合

（%） 

無駄な研究開発投資

の削減 



財務的リターン ROI（投資利益率） （効果額 -  投資額） ÷ 
投資額 × 100 

3～5 年の中期的な投

資回収 123 

 
IP インテリジェンス

貢献売上 
AI が特定したホワイ

トスペースや事業機

会から生まれた製

品・サービスの売上

高 

IP 戦略とトップライ

ン成長の直接的な連

関性の証明 

この KPI フレームワークは、「この投資は機能しているのか？」という経営層の問い

に答えるための羅針盤となる。効率性のような先行指標と、財務的リターンのような遅

行指標を組み合わせることで、投資の価値を時間軸の中で多角的に評価し、継続的な改

善（PDCA サイクル）の基盤を築くことができる 125。 

 

第 5 章 戦略的展望と最終提言 

 

本レポートでは、2025 年に登場する AI エージェントが、企業の IP ランドスケープ業

務にもたらす変革の可能性と、それに伴う日本の法制度下での深刻なリスクを明らかに

してきた。結論として、AI エージェントは知財戦略における破壊的なイノベーション

であるが、その成功は技術の導入そのものではなく、人間と AI の協働を前提とした、

責任あるガバナンスと戦略的な実装にかかっている。本章では、これまでの分析を総括

し、企業が取るべき具体的な行動計画を提言する。 

 

5.1 変革のポテンシャルと重大リスクの総括 

 

AI エージェントは、IP ランドスケープを、過去を分析する受動的な作業から、未来を

予測し戦略を立案する能動的なインテリジェンス活動へと変貌させる。そのポテンシャ

ルは、意思決定の劇的な迅速化、人間では見抜けなかった技術的ホワイトスペースや事

業機会の発見、そして競合他社の動向予測による競争優位の確立に集約される。これに

より、知財部門はコストセンターから、企業のトップライン成長に直接貢献する戦略的

パートナーへと進化する可能性を秘めている。 



しかし、この輝かしい未来への道には、日本の法制度に根差した重大なリスクが散在し

ている。営業秘密の保護（不正競争防止法）、著作権侵害（著作権法）、非弁行為（弁

理士法）、そして AI の判断ミスに起因する法的責任（民法・製造物責任法）は、それ

ぞれが事業の根幹を揺るგしかねない。これらのリスクは、AI を「完全な自動化ツー

ル」として無批判に導入することの危険性を警告しており、人間による監督、検証、そ

して最終判断を組み込んだ「Human- in- the -Loop（HITL）」モデルの構築が、法的な

コンプライアンスと商業的な成功の両立に不可欠であることを示唆している。 

 

5.2 導入に向けた段階的ロードマップ：パイロットから統合へ 

 

AI エージェントの導入は、全社的な変革プロジェクトであり、段階的かつ計画的に進

めるべきである。以下に、3 年間の導入ロードマップ案を提示する。 

● フェーズ 1：基盤構築とパイロット（初年度） 
1. ガバナンス体制の確立: 法務・知財、R&D、IT、事業部門をメンバーとする「AI

ガバナンス委員会」を正式に発足させる 98。 
2. ポリシーの策定: 委員会主導で、全社的な「AI 利用ポリシー」の初版を策定

し、周知徹底する 10 3。 
3. プラットフォームの選定: セキュリティとコンプライアンス要件を満たすプラ

ットフォーム（例：Azure  OpenAI Service）を選定し、契約内容を法務部門が

精査する 57。 
4. パイロットプロジェクトの実施: 比較的機密性の低いテーマ（例：公開情報に

基づく特定技術分野の過去 10 年の特許出願動向分析）で小規模なパイロット

プロジェクトを実施し、AI の能力を評価すると同時に、KPI のベースラインを

設定する 75。 
● フェーズ 2：拡大とスキルアップ（2 年目） 

1. 適用範囲の拡大: パイロットの成功と教訓に基づき、より複雑な分析（例：競

合分析、ホワイトスペース探索）へと適用範囲を拡大する。 
2. HITL ワークフローの正式導入: 弁理士による監督を含む、第 4.1 節で詳述した

HITL ワークフローを正式に導入し、業務プロセスとして定着させる。 
3. 人材育成の本格化: 知財部門のメンバーを対象に、プロンプトエンジニアリン

グや AI アウトプットの検証に関する体系的な研修プログラムを開始する 110。 
● フェーズ 3：全社統合と最適化（3 年目以降） 

1. ビジネスシステムとの連携: AI エージェントを、R&D のプロジェクト管理シス



テムや CRM（顧客関係管理）システムなど、基幹業務システムと連携させ、

インテリジェンスの活用範囲を全社に広げる。 
2. 経営ダッシュボードの展開: 経営層向けのリアルタイム・インタラクティブダ

ッシュボードを本格稼働させる。 
3. 継続的改善: 設定した KPI を定期的にモニタリングし、その結果に基づいて AI

モデル、ワークフロー、利用ポリシーを継続的に改善していく PDCA サイクル

を回す 125。 

 

5.3 結論：AI 駆動型知財戦略の時代における競争優位の確保 

 

AI エージェントの登場は、すべての企業にとって避けては通れない地殻変動である。

この技術を導入するか否かは、もはや選択の問題ではない。いかにして、法的・倫理的

なリスクを管理し、責任ある形で戦略的に活用するか、という「方法」の問題である。 

この社会的・技術的・法的な複合課題を乗り越え、AI を知財戦略の中核に据えること

に成功した企業は、そうでない企業に対して、決定的かつ持続的な競争優位性を築くこ

とになるだろう 8。それは、単なる業務効率化に留まらない。市場の変化を誰よりも早

く察知し、未知の事業機会を発見し、競合の動きを先読みする能力を手に入れることを

意味する。 

未来の企業価値は、有形資産だけでなく、データや知見といった無形資産、すなわち

「知的資本」をいかに活用して価値創造に繋げるかにかかっている 128。AI エージェン

トは、この知的資本経営を加速させる最も強力なエンジンである。このエンジンを賢明

に制御し、自社のイノベーションと成長を牽引するために、今こそ、経営層のリーダー

シップの下で、本レポートが提言する戦略的な一歩を踏み出すべき時である。 
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transforms-executive-decision-making-cases-pros-cons-2/ 

7. AI 活用で意思決定を迅速化｜企業が実現する業務改革と競争力強化 -  株式会社ギ

ャス, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://gyas.co.jp/knowledge_blog/ai-
decisionmaking-acce le ration/ 

8. うさぎでもわかる知的財産権 ―AI エージェント時代に賢く制度を活用しよう― -  
Zenn, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://zenn.dev/taku_sid/articles/20 250 416_ip_rights  

9. 20 25 年の AI エージェント：期待と現実 -  IBM, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.ibm.com/jp- ja/think/insights/ai-agents-20 25-expectations-vs- reality 

10. 20 25 年の AI トレンドを徹底解説 「エージェント元年」「地政学的影響」 今押

さえておくべき主要トピックは -  ITmedia, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/250 3/0 6/news0 0 4.html 

11. AI エージェントの未来：20 25 年の注目予測とトレンド -  Salesforce , 7 月 21, 
20 25 にアクセス、 https://www.salesforce .com/jp/news/stories/ai-agents-
trends-20 25/ 

12. 【20 25 最大 AI トレンド】完全自律型「AI エージェント」を徹底解説！今年 AI
はここまで進化する...！, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.youtube .com/watch?v=7eTQ-l-K-rI 

13. 自律型 AI（自律型 AI エージェント）とは？仕組みや活用事例を解説 -  リコーの

AI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://promo.digital.ricoh.com/ai/column/de tail0 30 / 

14. 大規模言語モデル（LLM）と AI エージェント技術が医療に与える影響とは？ -  デ
イリーライフ AI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://daily- life -ai.com/666/ 

15. 大規模言語モデルが切り拓くマルチエージェントの新時代｜D × MirAI -  note , 7 月 
21, 20 25 にアクセス、 https://note .com/life_to_ai/n/na249ef4b6588 

16. 業務への本格活用が見えてきた LLM（大規模言語モデル）－AI エージェントとマ

ルチエージェント, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.fsi.co.jp/blog/11929/ 
17. 大規模言語モデルベースの多エージェントを用いる次世代製造システム -  AI-

SCHOLAR, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://ai-
scholar.tech/article s/manufacturing/multiagent-manufacturing-system  

18. Provision of Patent Information Using API on a Trial Basis | J apan Patent Office , 7
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月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.jpo.go.jp/e /system/laws/koho/inte rne t/api-
patent_info.html 

19. API -  Search -  Open Data Portal -  USPTO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://data.uspto.gov/apis/patent- file -wrapper/search 

20. PATENTSCOPE -  WIPO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.wipo.int/en/web/patentscope  

21. CiNii -  Metadata and API -  API User Registration | Support Academic Information 
Services, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://support.nii.ac.jp/en/cinii/api/deve loper 

22. 自律型 AI の仕組みと活用事例は？導入のメリットや注意点を紹介, 7 月 21, 20 25
にアクセス、 
https://www.ntt .com/business/se rvices/xmanaged/lp/column/autonomous-
ai.html 

23. Inte lligent System for Automated Molecular Patent Infringement Assessment -  
arXiv, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://arxiv.org/html/2412.0 7819v2 

24. 8 Best AI Tools for Data Visualization -  Domo, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.domo.com/learn/article /ai-data-visualization- tools 

25. Visualize  Your Data in One  Click with Powerdrill AI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://powerdrill.ai/features/data-visualization- tool 

26. Building a Chatbot for Automated Report Generation -  API -  OpenAI Deve loper 
Community, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://community.openai.com/t/building-a-chatbot- for-automated-report-
generation/1146983 

27. プロンプトエンジニアリングとは？ChatGPT で代表的な 12 個のプロンプトを実

演！ -  AIsmiley, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://aismiley.co.jp/ai_news/what-
is-prompt-engineering/ 

28. 「経営戦略に資する知財情報分析・活用に関する調査研究」について | 経済産業

省 特許庁, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai- jobobunseki- report.html 

29. API Information Website , 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://ip-
data.jpo.go.jp/pages/top_e .html 

30. API -  Search -  Open Data Portal -  USPTO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://data.uspto.gov/apis/bulk-data/search 

31. API -  Documents | Open Data Portal -  USPTO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://data.uspto.gov/apis/patent- file -wrapper/documents  

32. EPO API -  PublicAPI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://publicapi.dev/epo-api 
33. EPO Deve loper Portal: Home Page , 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://deve lopers.epo.org/ 
34. API Catalog User Guide  -  WIPO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://www.wipo.int/en/web/standards/ip-api-catalog/use r-guide  
35. API Catalog for Inte llectual Property -  WIPO, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://apicatalog.wipo.int/ 
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36. Google  Scholar API -  Scrapingdog, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://docs.scrapingdog.com/google -scholar-api 

37. Google  Scholar API -  Se rpApi, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://se rpapi.com/google -scholar-api 

38. Metadata and API -  CiNii Articles RDF for Authors | Support Academic 
Information Services, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://support.nii.ac.jp/en/cia/api/a_rdf_auth 

39. Can Large  Language  Mode ls Understand As Well As Apply Patent Regulations to 
Pass a Hands-On Patent Attorney Test? -  arXiv, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://arxiv.org/html/250 7.10 576v1 

40. IP ランドスケープ -  Wikipedia, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://ja.wikipedia.org/wiki/IP%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%B9
%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%97 

41. 第 2 回: クレーム（＝請求項）作成の時短術！AI が考える特許請求の範囲 ������, 7
月 21, 20 25 にアクセス、 https://takayama-patent.com/archives/270 6 

42. 生成 AI 特許分析 GPTs の使い方｜角渕由英（つのぶちよしひで） -  note , 7 月 21, 
20 25 にアクセス、 https://note .com/tsunobuchi/n/n8420 871afe23 

43. イノベーションを生み出す秘訣！ アイデアの種は知財で守り育てよう -  中央経済

社 Digital, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://digital.chuoke izai.co.jp/n/n9b7bef89f3d3 

44. AI を活用した IP ランドスケープ分析 | デロイト トーマツ グループ -  De loitte , 7
月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.de loitte .com/jp/ja/se rvices/consulting/services/ai- ip-analytics.html 

45. AI 等を用いた業務支援サービスの提供と 弁理士法第 75 条との関係について, 7 月 
21, 20 25 にアクセス、 https://www.jpaa.or.jp/cms/wp-
content/uploads/20 25/0 4/AIse rvices-article75.pdf 

46. データ可視化で実現する次世代の経営管理 〜AI×ダッシュボードが変えるビジネ

スの未来 -  note , 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://note .com/mask_ai/n/ne4af331f18b5 

47. Infogram: Create  Inte ractive  Data Visualizations with AI, 7 月 21, 20 25 にアクセ

ス、 https://infogram.com/ 
48. Graph Maker | Make  any chart in seconds with AI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://www.graphmaker.ai/ 
49. Text to Chart API -  QuickChart, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://quickchart.io/documentation/apis/text- to-chart/ 
50. IP ランドスケープとは？具体的な活用方法を弁理士にインタビュー！ -  知財タイ

ムズ, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://tokkyo- lab.com/co/info- iplandscape int  
51. 不正競争防止法と個人情報保護法の観点で解説する、生成 AI に関する情報管

理・漏洩の法的問題, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://levtech.jp/media/article /column/de tail_330 / 

52. 最新「営業秘密管理指針」の要点は？知らぬはリスク、AI 生成物は「営業秘密」

になるか, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.sbbit .jp/article /cont1/163879 
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53. 「営業秘密管理指針」の改訂方針, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://public-
comment.e -gov.go.jp/pcm/download?seqNo=0 0 0 0 286565 

54. 営業秘密管理指針 -  経済産業省, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/guide line /r7ts.pdf 

55. 【要注意】生成 AI 活用の法的リスクと対策ガイド -  note , 7 月 21, 20 25 にアクセ

ス、 https://note .com/dx_labo/n/nc58614f1170 5 
56. 生成 AI の業務利用（Part Ⅰ）, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 

https://www.ohebashi.com/jp/newsle tte r/0 3_20 240 1_Gujima.pdf 
57. Azure  OpenAI Service 徹底解説 –  機密データ漏洩の心配ゼロ! 企業が安心して AI

を活用できるセキュリティ環境, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.open-
lab.co.jp/azure -openai-se rvice -secure -ai- for-ente rprises/ 

58. Azure  OpenAI Service は何ができる？メリットや注意点、具体的な活用事例も解

説 -  インテック, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.intec.co.jp/column/ai-
0 4.html 

59. クラウドでは難しい社外秘データの活用に向けた生成 AI ～NVIDIA を例にローカ

ル LLM について考える -  マクニカ, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.macnica.co.jp/business/ai/blog/146536/ 

60. オンプレミス＋ローカル LLM でセキュアな生成 AI 活用環境を整える | TDSE マガ

ジン, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.tdse .jp/blog/aitrend/10 80 2/ 
61. ローカル LLM とは？導入のメリットとデメリット、方法、注意点までを詳しく

解説 -  リコーの AI, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://promo.digital.ricoh.com/ai-
for-work/column/de tail0 17/ 

62. 生成ＡＩと著作権の現在地 －これまでの経緯・現状と論点の整理 -  参議院, 7 月 
21, 20 25 にアクセス、 
https://www.sangiin.go.jp/japanese /annai/chousa/rippou_chousa/backnumber/20
24pdf/20 240 920 0 31.pdf 

63. 日本の生成ＡＩについての政策の分岐点：著作権法３０条の４ではなぜだめなの

か？, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.yuasa-hara.co.jp/lawinfo/50 47/ 
64. 解説・「AI と著作権に関する考え方について」 -  文化庁, 7 月 21, 20 25 にアクセ

ス、 https://www.bunka.go.jp/se isaku/chosakuken/pdf/940 9770 1_0 2.pdf 
65. 「AI と著作権に関する考え方について」の公表について① ～開発・学習段階, 7

月 21, 20 25 にアクセス、 https://innoventie r.com/archives/20 24/0 6/170 26 
66. 機械学習への著作権法 30  条の 4 の適用について -  日本大学法学部, 7 月 21, 20 25

にアクセス、 https://www.publication.law.nihon-
u.ac.jp/pdf/property/property_18/each/0 8.pdf 

67. 【20 25 年最新】生成 AI と著作権：リスク管理と安全利用のポイント -  LegalOn 
Cloud, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://www.legalon-
cloud.com/media/copyright-of-generative -ai 

68. 生成 AI と著作権問題：事例や侵害リスク、ガイドラインを徹底解説, 7 月 21, 
20 25 にアクセス、 https://axia-company.co.jp/column/se ise i-ai/ 

69. A I と 著 作 権 -  文化庁, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://www.bunka.go.jp/se isaku/chosakuken/pdf/9390 360 1_0 1.pdf 
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70. R6.3.15 版「AI と著作権に関する考え方について」の速報解説① - note, 7 月 21, 
20 25 にアクセス、 https://note .com/k_maeno/n/n92e21c44fa8d  

71. 弁理士業務と AI 特許作成, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 https://jpaa-
patent.info/patent/viewPdf/3945 

72. AI と弁理士の協働による特許文書作成, 7 月 21, 20 25 にアクセス、 
https://japio.or.jp/0 0 yearbook/file s/20 22book/22_a_0 8.pdf 

73. 新事業活動に関する確認の求めに対する回答の内容の公表 -  経済産業省, 7 月 21, 
20 25 にアクセス、 
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